
■出題の意図■  

 

専門科目（受験区分コード：56） 

 

  建設環境系専攻の社会建設工学コース及び国際建設技術コースに関わる学

問分野である構造力学、土質力学、水理学に関して、理解度を測る。 

 

 

  















「令和７年 10 月入学，令和８年４月入学（第 1回）山口大学大学院創成科学研究科（工学系） 

博士前期課程入学試験」受験区分コード５６ 

専門科目【土質力学】 問題・解答用紙（３枚の内の第１枚） 

受験番号  

 

１． 図-1 のような，左側に水のタンク，右側に土供試体が設置できる内径 0.10 m の円柱容器がある模型装置を

用いて，土の浸透現象を調べる．土は，A 点を通る面から 1.00 m の高さの間に，乾燥密度 1.335 g/cm3 の一様

で，飽和状態である．ここで，水の密度は 1.000 g/cm3，土粒子の密度は 2.680 g/cm3，重力加速度は 9.800 m/s2

である．以下の問いに答えよ．（配点 40 点） 

 

1) この土の飽和単位体積重量を求めよ． 

2) A 点における有効応力を求めよ． 

3) 左側の水位を上昇させると，クイックサンドが発生する．この発生機構を，「上昇，間隙水圧，有効応力」を

用いて説明せよ．また，クイックサンドが発生するために必要な水位の上昇量を求めよ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 解答欄（単位も記入すること） 

飽和単位

体積重量 
18.00 𝑘𝑁 𝑚ଷ⁄  

 

2) 解答欄（単位も記入すること） 

有効応力 8.20 𝑘𝑁 𝑚ଶ⁄  

 

3) 解答欄（単位も記入すること） 

発生条件

の説明 

 
タンクの上昇によって，土には

浸透力が作用し，間隙水圧が増

加する．これによって，有効応力

が減少し，０になることで，クイ

ックサンドが発生する． 
 

上昇量 0.837𝑚 
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２． 図-2 のような，下層に砂層があり，10.00 m の正規圧密粘土層で構成された地盤がある．この粘土層から採

取した試料を用いて試験を行ったところ，初期応力 55.0 kN/m2，間隙比 2.100，圧縮指数 0.800，膨張指数 0.130，

圧密係数 1.15ൈ 10ି଺ m2/s であることがわかった．この粘土層の圧密現象に対して以下の問いに答えよ．（配

点 30 点） 

 

1) 上記の試験結果を得るために行った土質試験を三つ記せ． 

2) 地表面に 4 m の盛土することで，粘土層中央には，72.0 kN/m2 の応力が増加した．この時，粘土層から，砂

層と盛土の両方に排水する．粘土層の圧密度が 90％に達するまでの日数を求めよ．ただし，圧密度 90％に対

する時間係数𝑇௏は 0.848 である． 

3) 2)の 4 m の盛土の建設に対し，最終的な粘土層の間隙比を求めよ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 解答欄 

土質試験 

土粒子の密度試験 

土の湿潤密度試験 

土の圧密試験 

 

2) 解答欄（単位も記入すること） 

圧密時間 213⽇ 

 

3) 解答欄 

間隙比 1.81 
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３． 図-3 のような，勾配𝛽 一定の無限長斜面がある．斜面の地盤調査により，湿潤単位体積重量𝛾௧，せん断抵

抗角𝜙，粘着力𝑐 がわかった．この斜面には深さ𝑧 で斜面に平行にすべり面が存在する．この斜面から斜面

長さ 1.00 m のブロック ABCD を取り出して，安定解析を行う．以下の問いに答えよ．（配点 30 点） 

 

1) この斜面がすべり面に沿ってすべりを起こそうとしている．このブロック ABCD に対し，ブロックが滑動

しようとする力𝑇 ，ブロックのすべりに抵抗する力𝑆 を，矢印を用いて図-3 に記入せよ．ただし，各々の

矢印には，区別できるように𝑇 あるいは𝑆 を記しなさい． 

2) 安定解析を行うため，𝑇，𝑆 を用いた安全率と，𝛽，𝛾௧，𝜙，𝑐，𝑧 を用いた安全率を記せ．ただし，奥行き

を 1.00 m とする． 

3) 𝜙 ൌ 0.0° の場合，すべりを起こす深さ条件を示せ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 解答は図-3 に記せ 

 

2) 解答欄 

安全率(𝑇, 𝑆) 
𝑆
𝑇

 

安全率 

(𝛽,𝛾௧ ,𝜙, 𝑐, 𝑧) 

𝑐 ൅ 𝛾௧ ∙ 𝑧 ∙ 𝑐𝑜𝑠ଶ 𝛽 ൈ tan𝜙
𝛾௧ ∙ 𝑧 ∙ cos𝛽 ൈ sin𝛽

 

 

3) 解答欄 

深さ条件 𝑧 ≧
𝑐

𝛾௧ ∙ cos𝛽 ൈ sin𝛽
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